
 

 

鹿児島市立宮小学校 
 

令和７年度第３回学校運営協議会議事録 
 

１ 期 日  令和７年１１月２６日（水） １３：４５～１５：４５ 
 
２ 場 所  鹿児島市立宮小学校 校長室 他 
 
３ 出席者   
    窪園 正俊 副委員長、高野 忠 委員、大重 卓造 委員、窪 三智子 委員、 

田所 美知恵 委員、内間 安明 委員、 迫 寛敏 委員 
（欠席者：窪園 俊司 委員長、米留 健一 委員） 

 
４ 会順及び協議題 
 (1) 宮小を語る会            １３：４５～１４：０５ 
 (2) 授業参観及び施設参観              １４：０５～１４：３５ 
 (3) 説明及び意見交換          １４：５０～１５：３５ 
  ア 学校経営の状況について、１学期学校評価結果について、令和８年度の学校

経営の見通しについて 
  イ 意見交換（自律自走する子供の育成に向けた三者連携策について） 
 (4) 学校関係者評価記入 
 
５ 協議の内容や意見等 
 (1) 宮小を語る会 
  ア 業務改善や服務規律の厳正確保に向けた取組と現状について説明した。 
  イ 委員からは次のような意見が出された。 
 
   ・ 本年度は昨年度に比べて超過勤務時間が増加傾向とのことであったが、 

その要因は何か（回答：朝の交通渋滞の激化により、職員の出勤時刻が早 
まったため。また、１年目の職員の退勤時刻が遅いため）。 

   ・ 業務時間を削減しつつ、教育の質の向上を図ることは簡単ではないと思 
う（回答：様々な教育活動に地域が支援してくださることで確実に業務時 
間の削減につながっている。本当にありがたい）。 

 
 (2) 授業参観（委員の主な感想） 
  ア 子供たちが落ち着いて学習に取り組んでいる。 
  イ 先生方が丁寧な授業づくりをしている。 
 (3) 学校経営方針及び令和８年度の学校経営の見通しの説明並びに意見交換 
  ア 「自律・自走する子供」の育成に向けた子供が主語の学び（家庭学習マイ

ゴールチャレンジを含む）、子供が主語の学校生活の状況について説明した。 
  イ 令和８年度の学校経営の見通しについて説明した。 
  ウ 委員からは、次のような意見が出された。 
 
   ・ これからの社会で求められる力を学校・家庭・地域が一体となって育て 

るために、地域と家庭のつながりを密にする取組が必要である（協働で取 
り組むイベント等の工夫：合同防災教室、子ども食堂、収穫祭等）。 

   ・ そのためには、地域と家庭とのパイプ役を担う職員の存在も大切である。 
  ・ 校区一斉あいさつ運動がマンネリ化している。新たにワッペンのデザイ

ンを募集し、取組の活性化を図っていくべき。 
 

６ その他 
    本会について、学校便りや学校ＨＰで家庭や地域向けに発信し、三者連携の機運

を高めたい。 


